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令和７年度第２回熊本県環境影響評価審査会第二部会 次第 

 

日 時：令和７年（２０２５年）１１月２８日（金）９時３０分～ 

場 所：熊本県庁 本館５階 審議会室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 議 題 

「長洲港土砂処分場整備事業に係る環境影響評価準備書」について 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 

 

【配付資料】 

（１）資料１ 令和７年度第２回熊本県環境影響評価審査会第二部会 次第 

（２）資料２ 長洲港土砂処分場整備事業に係る環境影響評価準備書の手続につ

いて 

（３）資料３ 「長洲港土砂処分場整備事業に係る環境影響評価準備書」に係る

意見について（照会）              ※委員限り 

（４）長洲港土砂処分場整備事業に係る環境影響評価準備書 説明資料 

（５）長洲港土砂処分場整備事業に係る環境影響評価準備書 説明資料（非公

開）                          ※委員限り 

 

  

資料１ 
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令和７年度第２回熊本県環境影響評価審査会第二部会 委員出席者名簿 

（敬称略） 

 

 

 氏  名 分  野 所属・職名等 出欠 

1 小島 知子 
大気質、悪臭、

温室効果ｶﾞｽ等 

熊本大学大学院先端科学研究部 

准教授 
○ 

2 山内 勝也 
騒音、振動、低

周波空気振動等 

九州大学大学院芸術工学研究院 

准教授 
－ 

3 大石 京子 水質、水象等 元佐賀大学 客員研究員 ○ 

4 細野 高啓 
地下水、地形・

地質等 
熊本大学大学院先端科学研究部 教授 － 

5 古賀 伸久 土壌等  
国立研究開発法人農研機構 九州沖縄

農業研究センター グループ長補佐 
－ 

6 原口 研治 陸上動物（鳥類） 日本野鳥の会熊本県支部 事務局長 ○ 

7 竹松 葉子 
生態系、陸上動

物等 

山口大学大学院創成科学研究科 

教授 
－ 

8 天野 守哉 
生態系、陸上植

物等 

熊本県希少野生動植物検討委員会 

調査員 
○ 

9 山田 勝雅 
生態系、水生生

物等 

熊本大学くまもと水循環・減災研究教

育センター 准教授 
○ 

10 鄭 一止 景観 熊本県立大学環境共生学部 准教授 ○ 

11 外山 由惠 
触れあい活動の

場等 
合同会社事務局 執行役員 ○ 

12 鈴木 慎也 廃棄物等 福岡大学工学部 教授 － 

13 大坪 志子 文化財等 
熊本大学埋蔵文化財調査センター 

准教授 
○ 

○：出席 －：欠席 （出席：８名） 
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 席  次  表  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

小島委員 

（部会長） 

原口委員 

鄭委員 

事業者 

事
務
局 

スクリーン 

傍聴人 

大石委員 

PC 

大坪委員 

報
道
機
関 

天野委員 

山田委員 

出入口 

演台 

外山委員 



「長洲港土砂処分場整備事業に係る

環境影響評価準備書」の手続について

令和７年11月 環境保全課

資料２

1

環境影響評価とは

地域住民とのコミュニケーションツールの一つ（３）

事業実施の有無を決める制度ではない（２）

よりよい環境配慮を行うように、事業者による情報交流の手続を法や条例で
定めている。

事業者が自ら主体となって行う手続（１）

許可や審査の基準ではなく、対象事業や手続等について定めている。
※ 事業の実施の可否は、許認可権者等により判断される。

図書の縦覧及び説明会の開催等、事業者が自ら結果を公表し、地域住民、地
方公共団体、専門家の意見を聴いて、よりよい環境配慮を行う。
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対象事業等

今回の対象事業について

事業の種類 公有水面の埋立て（熊本県条例対象事業）

事業の規模 埋立区域の面積：約２８ha

対象事業実施区域 熊本県玉名郡長洲町名石浜地先公有水面

熊本県事業者

長洲港土砂処分場整備事業事業名

関係地域 玉名市、荒尾市及び玉名郡長洲町

3

現地写真

4
※ 準備書の図を一部改変

R7.9  撮影

②

①

撮影位置

③

① 対象事業実施区域方向

② 陸上製作ヤード ③ 鍋松原海岸



環境影響評価手続の流れ

5

■
環
境
影
響
準
備
書
（
準
備
書
）

■
計
画
段
階
環
境
配
慮
書
（
配
慮
書
）

■
環
境
影
響
方
法
書
（
方
法
書
）

許
認
可
等

R3.9.28公表 R4.2.14公表 R7.9.12公表

R3.12.13

知事意見

R4.7.22

知事意見

市
町
村
長
意
見

■
環
境
影
響
評
価
書
（
評
価
書
）

環
境
影
響
評
価
審
査
会
意
見

市
町
村
長
意
見

環
境
影
響
評
価
審
査
会
意
見

住
民
等
の
意
見

市
町
村
長
意
見

環
境
影
響
評
価
審
査
会
意
見

住
民
等
の
意
見

公
聴
会
の
意
見

知事意見

環 

境 

調 

査

現段階

環境影響評価手続の各手続

6

１ 配慮書 （県条例第4条の2～第4条の6）

 計画の立案段階で環境保全のために配慮すべき事項を検討する段階

２ 方法書 （県条例第5条～第10条）

 環境アセスメントの方法（調査内容や予測、評価の方法）を決める段階

３ 準備書 （県条例第13条～第20条）

 方法書に基づき行った調査、予測、評価の結果を取りまとめる段階

４ 評価書 （県条例第21条～第24条）

 準備書に対して出された住民等や知事の意見を踏まえて修正等を行い、
 最終的な図書としてまとめる段階



準備書手続について

準備書：方法書に基づき行った調査、予測、評価の結果を取りまとめる

主な記載事項

調査結果を受けての環境影響の予測及び評価の結果

予測及び評価の結果を受けての環境保全のための措置

環境影響評価項目ごとの調査の結果

方法書に対する県知事意見等とそれに対する事業者の見解
7

環境影響評価手続における知事意見

意見の機会

配慮書（第4条の5）

方法書（第10条）

準備書（第20条）

それぞれの図書に対して
知事が環境保全の見地から
意見を述べることを規定

※ 評価書は環境アセスメントの最終的な図書であり、知事意見の規定はない。

熊本県環境影響評価条例

【準備書段階】

※ 準備書は知事から事業者へ意見を述べる最後の機会となる。

8



環境影響評価手続における知事意見

★ 一般意見の概要と事業者の見解

意見

住民等
関係

市町村

事業者 事務局 審査会

庁内
関係課

★

一般意見 意見

審査会
意見知事意見

9

公聴会

★

【準備書段階】

意見を集約し
知事意見を形成



長洲港土砂処分場整備事業に係る

環境影響評価準備書

熊本県環境影響評価審査会

熊本県

令和７年11月28日（金）

長洲港土砂処分場整備事業について

１. 事業の目的及び必要性

２. 事業計画

環境影響評価準備書について

３. 環境影響評価項目の選定

４. 環境影響評価の結果

５. 事後調査の計画

６. 住民説明会の開催概要

【次第】



長洲港土砂処分場整備事業について

１. 事業の目的及び必要性

２. 事業計画

環境影響評価準備書について

３. 環境影響評価項目の選定

４. 環境影響評価の結果

５. 事後調査の計画

６. 住民説明会の開催概要

【次第】

１.事業の目的及び必要性



4/72 1-1 事業の目的及び必要性

港湾及び漁港機能の継続的な維持のため、長洲港
周辺において新たな土砂処分場整備を計画

【背景】

・有明海の港湾、漁港は土砂堆積が著しく、継続的な浚渫が不可欠

・現在、浚渫土砂は遠方に搬出しており、多額の費用を要している

・土砂搬出先の受入れ容量には限りがあり、処分先の確保が急務

長洲港の土砂堆積状況 漁港の土砂堆積状況

準備書：p.2-1(2)

２.事業計画
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項 目 概 要

公
有
水
面
の
埋
立

対象事業

実施区域の位置

熊本県玉名郡長洲町名石浜地先公有水面

埋立区域の面積 約２８ha

埋立土量 約２４０万ｍ3

2-1 事業概要

対象事業実施区域

埋立区域

Ｎ

名石浜
工業団地

長洲港
工業団地

長洲港

大正開

漁港

新川

漁港

滑石

漁港

鍋松原海岸

菊池川
境川

行末川

浦川

菜切川

準備書：p.2-2(3)

7/72

【工事工程】

2-2 工事概要

護岸工 【１期】令和８～11年度  （埋立土量：約100万m3）
 【２期】令和12～16年度 （埋立土量：約140万m3）
１期の護岸工完了後に土砂処分を開始し、同時に２期の護岸工に着手。

埋立工 令和12～27年度の16年間程度を予定。

項 目

年度（西暦）

R8
(2026)

R9
(2027)

R10
(2028)

R11
(2029)

R12
(2030)

R13
(2031)

R14
(2032)

R15
(2033)

R16
(2034)

R17
(2035)

護岸工

1期

2期

埋立工

準備書：p.2-4(5)
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【護岸工】

2-2 工事概要

埋立区域

（C）NTTインフラネット,DigitalGlobe Inc.

準備書：p.2-4(5)

9/72

・地盤改良
サンドコンパクション工法、 置換工法により海底地盤を改良。

・護岸構造
区間ごとに方塊積式、
L型ブロック式、ケーソン式
を選定。

 護岸A法線の中間付近に
A法線と 垂直になるよう
捨石式傾斜堤の中仕切堤
を設置。

主な構造・工法

【護岸工】

単位：ｍ

B法線
420

中仕切堤
410

既存護岸

既
存
護
岸

2期工事１期工事

A法線 660

2-2 工事概要 準備書：p.2-6(7)
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【護岸工】

2-2 工事概要

単位：㎜

A法線標準部

護岸構造図

準備書：p.2-8(9)

11/72

【護岸工】

2-2 工事概要

単位：㎜

B法線標準部

護岸構造図

準備書：p.2-11(12)
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【護岸工】

2-2 工事概要

単位：㎜

中仕切堤

護岸構造図

準備書：p.2-13(14)
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【護岸工】

2-2 工事概要

埋立区域

対象事業実施区域

資材及び機械の運搬に用いる

車両の運行ルート

陸上製作ヤード

海上輸送ルート

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

凡 例

準備書：p.2-19(20)
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土運船を用いて浚渫土砂を埋立区域まで運搬。

【埋立工】

2-2 工事概要

【１期工事完了後～２期工事中】 【２期工事完了後】

全開式の土運船による土砂の投入 空気圧送船による土砂の投入

浚渫土砂投下

（C）NTTインフラネット,DigitalGlobe Inc.

土運船

（C）NTTインフラネット,DigitalGlobe Inc.

浚渫土砂投入

土運船

空気圧送船

準備書：p.2-21(22)
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【主な建設機械及び工事用船舶】

2-2 工事概要

工種・作業

内容
名称 規格

ブロック製作

ラフテレーンクレーン 25t吊

コンクリートミキサー車 打設能力280m3/日

コンクリートポンプ車 10t

ブロック

撤去工

非航起重機船 旋回鋼D250t吊

引船 鋼D1,000PS型

石材撤去工
ガット船 グラブ容量1.8ｍ3

バックホウ 山積1.4ｍ3

海上地盤
改良工

（SCP工法）

SCP船 3連装 45ｍ

ガットバージ 鋼D1,000ｍ3積

ガット船 グラブ容量3.0m3

土運船 鋼1,300ｍ3積

引船 鋼D1,500PS型

揚錨船 鋼D25t吊

潜水士船 D270PS型 3～5ｔ吊

床掘工

グラブ浚渫船

鋼D15ｍ3、スパッド式

鋼D23ｍ3、スパッド式

鋼D30ｍ3、スパッド式

土運船 鋼1,300ｍ3積

引船
鋼D1,500PS型

鋼D2,000PS型

工種・作業

内容
名称 規格

置換材投入
ガット船 グラブ容量3.0ｍ3

潜水士船 D270PS型 3～5ｔ吊

基礎捨石

投入、均し

ガット船 グラブ容量3.0ｍ3

潜水士船 D270PS型 3～5ｔ吊

L型ブロック、

本体方塊等
運搬・据付

非航起重機船
旋回鋼D600t吊

固定鋼DE700t吊

ガット船 グラブ容量3.0ｍ3

台船 鋼500t積

引船
鋼D500PS型

鋼D3,000PS型

揚錨船 鋼D10t吊

潜水士船 D270PS型 3～5ｔ吊

根固工

被覆工

非航起重機船
旋回鋼D150t吊

旋回鋼D200t吊

引船
鋼D700PS型

鋼D800PS型

潜水士船 D270PS型 3～5ｔ吊

クローラクレーン 100t吊

ラフテレーンクレーン 50t吊

準備書：p.2-22(23)
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【主な建設機械及び工事用船舶】

2-2 工事概要

工種・作業

内容
名称 規格

上部工
非航起重機船 旋回鋼D200t吊

引船 鋼D800PS型

裏込材投入・
防砂シート敷設

ガット船 グラブ容量3.0ｍ3

クレーン付台船 35～40t吊

引船 鋼D300PS型

潜水士船 D270PS型 3～5ｔ吊

バックホウ 山積0.8ｍ3

ダンプトラック 10t

胸壁工

非航起重機船 旋回鋼D600t吊

引船 鋼D3,000PS型

ラフテレーンクレーン 13t吊

コンクリートミキサー車 打設能力280m3/日

コンクリートポンプ車 10t

舗装工
振動ローラ 搭乗式コンバインド型3～4t

コンクリート簡易仕上機 3.5～5.0ｍ

埋立工

土運船 鋼600ｍ3積

空気圧送船 2,000PS型

押船 1,300PS型

準備書：p.2-23(24)
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・工事用車両や建設機械等は、低公害型の使用に努めます。

大気質

・護岸工の際は、汚濁防止膜等を設置し、濁水の拡散防止に
 努めます。
・埋立工の際は、護岸部に防砂シートを施工し、濁水の拡散
 防止に努めます。

水質

・建設機械等は、低騒音・低振動型の使用に努めます。

騒音・振動

【主な環境配慮事項】

2-3 主な環境配慮事項 準備書：p.2-32(33)



長洲港土砂処分場整備事業について

１. 事業の目的及び必要性

２. 事業計画

環境影響評価準備書について

３. 環境影響評価項目の選定

４. 環境影響評価の結果

５. 事後調査の計画

６. 住民説明会の開催概要

【次第】

３.環境影響評価項目の選定
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影響要因の区分
工事中

土地又は
工作物の存在

護岸の工事 埋立の工事 埋立地の存在

大気環境

大気質
窒素酸化物 ●

粉じん等 ●

騒 音 ●

振 動 ●

水環境

水 象 流向及び流速 ●

水 質
水の汚れ ●

水の濁り ●

水底の底質 ●

地形及び地質 重要な地形及び地質 ●

動 物

重要な種及び群集並びに
注目すべき生息域

（海域に生息するものを除く。）
● ●

海域に生息する動物 ● ●

植 物 海域に生育する植物 ● ●

生態系 地域を特徴づける生態系 ● ●

景観
主要な眺望点及び景観資源

並びに主要な眺望景観 ●

人と自然との
触れ合いの
活動の場

主要な人と自然との
触れ合いの活動の場 ● ●

廃棄物等 建設工事に伴う副産物 ●

環境要素の区分

3-1 選定項目 準備書：p.6-7(289)

４.環境影響評価の結果
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2㎞1500ｍ0

Ｎ

4-1 大気質
調査結果

二酸化窒素
２地点とも、夏季・冬季ともに、
環境基準（0.04ppmから0.06ppm
までのゾーン内又はそれ以下）を
達成していました。

粉じん等
２地点とも、夏季・冬季ともに、
指針値（20t/㎞2/月）を下回って
いました。

気象
・最多風向 夏季：南及び西北西

冬季：東北東
・期間平均風速 2.3～2.4m/s

St.1

St.2

埋立区域 一般国道

対象事業実施区域 主要地方道

陸上製作ヤード  一般都道府県道

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行ルート

大気質調査地点（対象事業実施区域周辺）

大気質調査地点（道路沿道）

凡 例

準備書：p.7-9(343),
p.7-12(346)
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・二酸化窒素（単位：ppm）

・粉じん等

粉じんが飛散する可能性のある気象条件（風速5.5m/s以上）の月間出現頻度は3.0～
3.7％となっています。また、最寄りの住居に対し、南〜西の風向における出現頻度は0.3
〜2.7％であることから、影響は小さいと予測されます。

建設機械及び工事用船舶の稼働護岸の工事、埋立の工事

コンター図 p7-30

1.5㎞1500ｍ0

4-1 大気質
予測・評価結果

予測地点
バックグ
ラウンド

濃度

将来濃度
基準又は

目標
期間

平均値

日平均値
の期間
98％値

最大着地
濃度地点

▲
0.0032 0.0186 0.0320

0.04～
0.06以下

整合を図るべき基準又は目標を下回るものと
予測されます。

準備書：p.7-29(363),7-30(364),
p.7-33(367),7-49(383)
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・二酸化窒素（単位：ppm）

4-1 大気質
予測・評価結果

整合を図るべき基準又は目標を下回るものと予測されます。

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行護岸の工事、埋立の工事

埋立区域

対象事業実施区域

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

陸上製作ヤード

資材及び機械の運搬に用いる

車両の運行ルート

予測地点

凡 例

地点1

地点2

地点２
期間

平均値

日平均値
の期間
98％値

基準又は
目標

南側 0.003310 0.013 0.04～
0.06以下北側 0.003295 0.013

地点１
期間

平均値

日平均値
の期間
98％値

基準又は
目標

南側 0.003504 0.013 0.04～
0.06以下北側 0.003484 0.013

準備書：p.7-47(381)
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埋立区域

対象事業実施区域

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

陸上製作ヤード

資材及び機械の運搬に用いる

車両の運行ルート

予測地点

凡 例

地点1

地点2

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行護岸の工事、埋立の工事

4-1 大気質

・粉じん等（単位：t/㎞2/月）

整合を図るべき基準又は目標を下回るものと予測されます。

予測・評価結果

地点１ 寄与濃度
基準又は

目標
東側 1.77

10以下
西側 0.70

地点２ 寄与濃度
基準又は

目標
南側 2.18

10以下
北側 1.44

準備書：p.7-62(396)
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環境保全措置

【建設機械及び工事用船舶の稼働】
・排出ガス対策型建設機械の採用に努める。

・工事箇所や工事量が過度に集中しないように工程管理を行う。

・粉じん等が発生する作業にあたっては、強風時の作業を控える等作業時間に
配慮する。

など
【資材及び機械の運搬に用いる車両の運行】
・資材の搬出入は、できるだけ海上輸送とするように努める。

・土曜、日曜及び祝日の資材及び機械の運搬に用いる車両の通行を極力
控える工程に努める。

・アイドリングストップ等のエコドライブの徹底について指導を行う。

・タイヤ洗浄装置等を用いて洗車を行う。

・資材及び機械の運搬に用いる車両の過度な集中を避けた工事計画を立案
することにより、車両の走行台数に極端なピークが生じないように指導を行う。

など

準備書：p.7-31(365),7-45(379),
p.7-50(384),7-60(394)
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2㎞1500ｍ0

4-2 騒音・振動

St.1 対象事業実施区域周辺

調査結果 基準等

騒音
昼間 49 60
夜間 52 50

振動
昼間 26 －
夜間 25未満 －

単位：デシベル

St.2 道路沿道

調査結果 基準等

騒音
昼間 65 70
夜間 58 65

振動
昼間 43 70
夜間 31 65

St.3 道路沿道

調査結果 基準等

騒音
昼間 57 65
夜間 51 60

振動
昼間 40 70
夜間 33 65

調査結果

Ｎ

騒音、振動
St.1において、夜間
に騒音の環境基準

を超過していました
が、他の地点・項目
ではすべて基準等を

下回っていました。

埋立区域 一般国道

対象事業実施区域 主要地方道

陸上製作ヤード  一般都道府県道

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行ルート

騒音・振動調査地点（対象事業実施区域周辺）

騒音・振動調査地点（道路沿道）

凡 例

St.1

St.2

St.3

準備書：p.7-69(403)
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建設機械及び工事用船舶の稼働護岸の工事、埋立の工事

予測・評価結果

4-2 騒音・振動

騒音 予測結果
基準又は

目標
敷地境界における
最大レベル地点▲

83 85以下

振動 予測結果
基準又は

目標
敷地境界における
最大レベル地点▲

74 75以下

整合を図るべき基準又は目標を下回るものと予測されます。

・騒音（単位：デシベル） ・振動（単位：デシベル）

60

65 70
75

80

80 75
80

75
70

60

65

20
30

40
50

60
70

8090

100
100

凡 例

埋立区域

対象事業実施区域

最大レベル地点

等騒音・振動レベル線

準備書：p.7-77(411),7-78(412),
p.7-104(438),7-105(439)
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地点1

地点2

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行護岸の工事、埋立の工事

4-2 騒音・振動

・騒音、振動（単位：デシベル）

整合を図るべき基準又は目標を下回るものと予測されます。

予測・評価結果

地点１ 予測結果 増加分
基準又は

目標

騒音
東側 65 0.4

70以下
西側 65 0.4

振動
東側 48 0.9

70以下
西側 48 0.8

地点２ 予測結果 増加分
基準又は

目標

騒音
南側 59 2.0

65以下
北側 59 1.9

振動
南側 49 4.9

70以下
北側 49 4.9

埋立区域

対象事業実施区域

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

陸上製作ヤード

資材及び機械の運搬に用いる

車両の運行ルート

予測地点

凡 例

準備書：p.7-190(424),
p.7-117(451)
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環境保全措置

4-2 騒音・振動

【建設機械及び工事用船舶の稼働】

・低騒音型・低振動型建設機械の採用に努める。

・建設機械や工事用船舶に過剰な負荷をかけないように指導を行う。

・工事箇所や工事量が過度に集中しないように工程管理を行う。

【資材及び機械の運搬に用いる車両の運行】

・資材の搬出入は、できるだけ海上輸送とするように努める。

・土曜、日曜及び祝日の資材及び機械の運搬に用いる車両の通行を極力
控える工程に努める。

・アイドリングストップ等のエコドライブの徹底について指導を行う。

・資材及び機械の運搬に用いる車両の過度な集中を避けた工事計画を立案
することにより、車両の走行台数に極端なピークが生じないように指導を行う。

準備書：p.7-79(413),7-91(425),
p.7-106(440),7-118(452)
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流向・流速頻度分布
・流向：概ね海岸線に沿った

北西方向・南東方向が卓越。
・流速：0～30㎝/sが卓越。

平均大潮期の流況
・流れの向き

上げ潮最強時：北西向き
下げ潮最強時：南東向き

・流速（埋立地周辺）
沖側のSt.4やSt.5と比較して、
海岸線に近いSt.6は遅い傾向。

4-3 水象
調査結果

St.1

St.2

St.3

St.4

St.5 St.6

St.7

St.8

St.9

St.10

St.11

St.12
St.13

凡 例

埋立区域

対象事業実施区域

流向・流速に係る調査地点 (表層･中層･底層)

流向・流速に係る調査地点 (表層･底層)

流向・流速に係る調査地点 (表層)

調査地点

準備書：p.7-129(463)∼7-135(469),
p.7-149(483),7-155(489)



32/72

流向・流速頻度分布図（夏季 表層)

St.4

St.5 St.6

St.7

4-3 水象
調査結果

St.4 St.5 St.6

St.7

調査地点

0 ～  10 cm/s

10 ～  20 cm/s

20 ～ 30 cm/s

30 ～ 40 cm/s

40 ～ 50 cm/s

50 ～ 60 cm/s

60 ～ 70 cm/s

70 ～ 80 cm/s

80 ～ 90 cm/s

90 ～ 100 cm/s

100 ～ cm/s

準備書：p.7-130(464)∼7-135(469)

33/72 4-3 水象
埋立地の存在予測・評価結果

埋立地の存在により、主に東側の海域において流速が
増加または減少する範囲が広がっています。ただし、文

献に基づく流速変化の影響範囲※については、埋立区域

の近傍に限られるものと予測します。

流速差図（事業あり－事業なし） 単位：cm/s

※現況の流速から20％を超
える変化を示す範囲。
本予測では±10㎝/s超の
変化範囲を指す。

夏季 上げ潮最強時 表層（0～3m）

長洲港
工業団地

名石浜
工業団地

流速が埋立地の東側で減少、西側で増加

大正開
漁港

新川
漁港

滑石
漁港

玉名
漁港

夏季 下げ潮最強時 表層（0～3m）

凡 例 埋立区域

流速の増加

流速の減少流速が埋立地の東側で減少又は増加

長洲港
工業団地

名石浜
工業団地

大正開
漁港

新川
漁港

滑石
漁港

玉名
漁港

準備書：p.7-184(518)∼7-196(530)
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長洲港
工業団地

名石浜
工業団地

大正開
漁港

新川
漁港

滑石
漁港

玉名
漁港

長洲港
工業団地

名石浜
工業団地

大正開
漁港

新川
漁港

滑石
漁港

玉名
漁港

流速差図（事業あり－事業なし）

4-3 水象
予測・評価結果

冬季 上げ潮最強時 表層（0～3m）

冬季 下げ潮最強時 表層（0～3m）

流速が埋立地の東側で減少又は増加

流速が埋立地の東側で減少、西側で増加

単位：cm/s

埋立地の存在

準備書：p.7-184(518)∼7-196(530)

環境保全措置 影響範囲が限られるため、実施しない計画です。

凡 例 埋立区域

流速の増加

流速の減少

埋立地の存在により、主に東側の海域において流速が
増加または減少する範囲が広がっています。ただし、文

献に基づく流速変化の影響範囲※については、埋立区域

の近傍に限られるものと予測します。

※現況の流速から20％を超
える変化を示す範囲。
本予測では±10㎝/s超の
変化範囲を指す。
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調査結果

4-4 水質・水底の底質

St.1

St.2

St.3 St.4

St.5

注）その他の栄養塩類に係る調査はSt.1～7で実施した。

St.6

St.7

St.8
St.9

St.10

St.11

St.12

St.13

凡 例

埋立区域

対象事業実施区域

水質に係る調査地点

(生活環境項目等、その他の
 栄養塩類、水温及び塩分)

水質に係る調査地点
(健康項目、ダイオキシン類)

水底の底質に係る調査地点

調査地点 水質
・以下の項目について、一部の地点

や季節で環境基準を達成して
いない値が見られました。

水素イオン濃度（pH）
化学的酸素要求量（COD）
溶存酸素量（DO）
全燐（T-P）
全亜鉛

・その他の項目では、環境基準を
達成していました。

水底の底質（粒度組成）
埋立区域近傍の水深10ｍ以浅の底質
は、南西側・北西側はシルト・粘土
分が、南東側は砂分が多くなってい
ます。

準備書：p.7-208(542)∼7-230(564),
p.7-234(568),7-251(585)
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護岸の工事、埋立の工事

4-4 水質・水底の底質

・水の濁り

予測・評価結果

工事で発生するＳＳ濃度の基準値を
超過する範囲は、埋立地近傍に限ら
れることから、水質への影響は限定
的であると予測します。

✓基準又は目標

SS濃度 2㎎/Lの拡散の範囲をできる限り抑える

凡 例

埋立区域(予測時期)

埋立区域

工事で発生するＳＳの濃度分布図

表層（0～3ｍ）

底層（3～6ｍ）

単位：㎎/L

名石浜工業団地

名石浜工業団地

準備書：p.7-265(599)
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埋立地の存在

4-4 水質・水底の底質
予測・評価結果

・水の汚れ：対象事業実施区域の周辺海域
 
事業ありと事業なしの
濃度分布の差は小さく、
変化する範囲も埋立区域
の近傍に限られるため、
影響は限定的であると
予測されます。

表層（0～3ｍ）

ＣＯＤの濃度差図（事業あり-事業なし） 夏季

凡 例

埋立区域

濃度の増加 濃度の減少

単位：㎎/L

名石浜工業団地

新川
漁港

底層（3～6ｍ）

名石浜工業団地

新川
漁港

準備書：p.7-293(627)∼7-311(645)
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埋立地の存在

4-4 水質・水底の底質
予測・評価結果

T-Nの濃度差図（事業あり-事業なし） 夏季

単位：㎎/L

T-Pの濃度差図（事業あり-事業なし） 夏季

表層（0～3ｍ）

名石浜工業団地
大正開
漁港

新川
漁港

底層（3～6ｍ）

名石浜工業団地

大正開
漁港

新川
漁港

底層（3～6ｍ）

名石浜工業団地
大正開
漁港

新川
漁港

表層（0～3ｍ）

名石浜工業団地

大正開
漁港

新川
漁港

・水の汚れ：対象事業実施区域の周辺海域
 

準備書：p.7-293(627)∼7-311(645)

凡 例

埋立区域 濃度の増加 濃度の減少

事業ありと事業なしの濃度分布の差は小さく、変化する範囲も埋立区域の
近傍に限られるため、影響は限定的であると予測されます。
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埋立地の存在

4-4 水質・水底の底質
予測・評価結果

・水の汚れ：予測地点（公共用水域調査地点）

濃度変化は、予測地点においてほとんどないと予測されます。
基準を満足していない予測地点もみられますが、本事業の実施に
より、適合状況を変化させるものではないと予測されます。

地点 類型
予測結果（計算値） 濃度差注1）

③－②
基準又は

目標①現況 ②将来（事業なし） ③将来（事業あり）
St-1 A 2.3 2.3 2.3 0.0

2.0以下
St-2 A 2.4 2.4 2.4 0.0
St-4 B 2.6 2.6 2.6 0.0 3.0以下
St-5 A 2.3 2.3 2.3 0.0 2.0以下
St-6 B 3.7 3.7 3.7 0.0 3.0以下
St-7 A 2.6 2.6 2.6 0.0 2.0以下
St-8 B 3.5 3.5 3.5 0.0 3.0以下
St-9 A 2.6 2.6 2.6 0.0

2.0以下

K-11 A 1.8 1.8 1.8 0.0
K-12 A 2.0 2.0 2.0 0.0
K-15 A 2.1 2.1 2.1 0.0
K-17 A 2.4 2.4 2.4 0.0
K-20 A 2.0 2.0 2.0 0.0
注1）表中の数値は表章単位未満の位で四捨五入しているため、濃度差と内訳の差分は必ずしも一致しない。
注2）グレー 基準不適合

単位：mg/LCOD75％値（表層）

準備書：p.7-312(646)∼7-314(685)
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埋立地の存在

・水底の底質
 

4-4 水質・水底の底質
予測・評価結果

「水象」の予測の結果と
同様に、潮流によって
生じる水底の底質の変化も
埋立区域の限定的な範囲で
あると予測されます。
 

単位：cm/s

流速差図（事業あり-事業なし）

夏季上げ潮最強時 底層（3～6ｍ）

夏季下げ潮最強時 底層（3～6ｍ）

凡 例

埋立区域

流速の増加 流速の減少

長洲港工業団地
名石浜

工業団地

長洲港工業団地
名石浜

工業団地

鍋松原海岸

鍋松原海岸

準備書：p.7-319(653)∼7-321(655)
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埋立地の存在

4-4 水質・水底の底質
予測・評価結果

単位：cm/s

流速差図（事業あり-事業なし）

凡 例

埋立区域

流速の増加 流速の減少

冬季下げ潮最強時 底層（3～6ｍ）

長洲港工業団地
名石浜

工業団地

鍋松原海岸

冬季上げ潮最強時 底層（3～6ｍ）

長洲港工業団地
名石浜

工業団地

鍋松原海岸

準備書：p.7-319(653)∼7-321(655)

「水象」の予測の結果
と同様に、潮流に
よって生じる水底の
底質の変化も埋立区域
の限定的な範囲で
あると予測されます。
 

・水底の底質
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環境保全措置

4-4 水質・水底の底質

【護岸の工事、埋立の工事（水の濁り）】

・濁りの発生する工種の重複をできるだけ避けるように工程管理に努める。

・付着土砂が少ない投入石材を使用する。

【埋立地の存在（水の汚れ、水底の底質）】

・影響が限定的であるため、実施しない計画です。

環境監視調査

・工事中や工事完了後の環境の状況の把握や環境保全のため、

水質及び水底の底質の環境監視調査を実施します。

準備書：p.7-266(600),7-315(649),
p.7-322(656)

43/72 4-5 地形及び地質
調査結果

砂浜、自然海岸
・東側の海岸には砂浜や自然海岸

が分布。(鍋松原海岸は人工
ビーチ)

・干潮時には沖方向に干潟が分布。

干潟
・空中ドローンにより調査した

結果、干潟の面積は約850haと
算定されました。

埋立区域

対象事業実施区域

干潟

凡 例

準備書：p.7-335(669)∼7-339(673)
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埋立地の存在

4-5 地形及び地質

・重要な地形及び地質
 

予測・評価結果

⇒重要な地形及び地質
への影響は限定的で
あると予測されます。

影響が限定的であるため、実施しない計画です。

流速変化の影響範囲と
干潟が重複する面積：

0.58ha
（干潟の面積の0.07％）

環境保全措置

埋立区域

干潟

砂浜

自然海岸

流速の増加

流速の減少

凡 例

夏季下げ潮最強時 表層（0～3ｍ）

長洲港
工業団地

名石浜
工業団地

大正開
漁港新川

漁港

滑石
漁港

玉名
漁港

長洲港

※夏季の上げ潮最強時、冬季の上げ潮最強時・下げ潮最強時は、
流速変化の影響範囲と干潟の重複はない。

準備書：p.7-342(676)∼7-347(681)
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現地調査による確認種類数

重要な種（既存資料調査・現地調査）
・鳥類：14目35科85種
・海生動物：28目72科117種

4-6 動物・植物・生態系
調査結果

調査地点：陸生・海生動物

凡 例

埋立区域

対象事業実施区域

鳥類に係る調査地点（定点観察法）

鳥類に係る調査ルート（ライセンサス法）

鳥類に係る調査地点（任意観察法）

動物に係る調査地点（動物プランクトン、魚卵・稚仔魚、魚介類）

動物に係る調査地点（底生動物）

動物に係る調査地点（付着動物）

St.1

St.2

St.3

R1

St.1 St.2

St.3

St.4

St.5

St.6
St.7

St.8

St.9

St.10
St.11

St.12 St.13

St.14

St.15
St.2(魚介類) St.16

区分 調査内容 確認種類数

陸生動物 鳥類 13目 38科115種

海生動物

動物プランクトン 10目 24科 63種

底生動物 40目107科180種

付着動物 38目 70科123種

魚卵
4目  6科 12種

（不明卵含む）

稚仔魚 7目 17科 21種

魚介類 15目 41科 61種

準備書：p.7-359(693)∼7-
364(698),

p.7-418(752)∼7-
430(764),

p.7-434(768)∼7-438(772)
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重要な種（鳥類）

4-6 動物・植物・生態系
調査結果

ツクシガモ シロチドリ オオソリハシシギ

コアジサシ クロツラヘラサギ

準備書：p.7-363(697)∼7-364(698)
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重要な種（底生動物）

4-6 動物・植物・生態系
調査結果

キサゴ マルテンスマツムシ ウミタケ

テナガツノヤドカリ ヒシガニ オオシャミセンガイ

準備書：p.7-434(768)∼7-438(772)
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重要な種（付着動物） 重要な種（魚介類）

重要な種（哺乳類）

4-6 動物・植物・生態系
調査結果

オガイ スミツキザメ ヤジリエイ

エツ コウライアカシタビラメ

スナメリ

準備書：p.7-434(768)∼7-438(772)

49/72 4-6 動物・植物・生態系
調査結果

調査地点：海生植物

凡 例

埋立区域

対象事業実施区域

植物に係る調査地点（植物プランクトン）

植物に係る調査地点（付着植物）

植物に係る調査地点（海岸植物等）

St.1
St.2

St.3

St.14

St.15
St.16

St.6

St.12

St.17

St.18

St.13

現地調査による確認種類数

重要な種（既存資料調査・現地調査）
・海生植物：5目6科7種

区分 調査内容 確認種類数

海生植物

植物プランクトン 18目 36科169種

付着植物 17目 24科 40種

海岸植物等 34目 68科238種

準備書：p.7-490(824)∼7-500(834)
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重要な種（植物）

4-6 動物・植物・生態系
調査結果

準備書：p.7-499(833)∼7-500(834)

ナガミノオニシバ ミゾコウジュ

ハマゴウ

51/72 4-6 動物・植物・生態系

予測・評価結果

・鳥類
鳥類全般
調査で確認された重要な種 22種（ツクシガモ、コアジサシなど）

影響要素 予測結果

護岸の工事・
埋立の工事

直接的影響 生息場所の改変

騒音、水質、流速変化などの影響の
生じる範囲は埋立区域近傍の限定的
であること、周辺には同様の環境が
広く連続的に存在することから、影響
は小さいと予測されます。

間接的影響
騒音

水の濁り

埋立地の
存在

直接的影響 生息場所の改変

間接的影響

潮流の変化

水の汚れの変化

水底の底質の変化

護岸の工事、埋立の工事、埋立地の存在

準備書：p.7-371(705)∼7-384(718),
p.7-390(724),7-398(732)
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護岸の工事、埋立の工事、埋立地の存在

4-6 動物・植物・生態系
予測・評価結果

・海生生物：
動物プランクトン、底生・付着動物、魚類、哺乳類全般
調査で確認された重要な種 底生・付着動物：18種（キサゴ、オオシャミセンガイなど）

 魚類：11種（スミツキザメ、アカハゼなど）
 哺乳類：１種（スナメリ）

影響要素 予測結果

護岸の工事・
埋立の工事

直接的影響 生息場所の改変 水質、流速変化などの影響の生じる
範囲は埋立区域近傍の限定的な範囲
であること、周辺には同様の環境が
広く連続的に存在することから、影響は
小さいと予測されます。

ただし、オオシャミセンガイについては、
希少性がとりわけ高く、個体群の規模と
生息基盤が脆弱である可能性がある
ため、環境保全措置として移植を行い、
事後調査で移植後の生息状況の確認を
行います。

間接的影響 水の濁り

埋立地の
存在

直接的影響 生息場所の改変

間接的影響

潮流の変化

水の汚れの変化

水底の底質の変化

準備書：p.7-443(777)∼7-460(794),
p.7-467(801),7-480(814)

53/72 4-6 動物・植物・生態系
予測・評価結果

・海生植物、海岸植物等
植物プランクトン、付着植物、海岸植物等全般
調査で確認された重要な種 5種（ナガミノオニシバなど）

影響要素 予測結果

護岸の工事・
埋立の工事

直接的影響 生育場所の改変
陸域の改変はなく、海域についても生

育場所である干潟や砂浜の改変はあり
ません。

また、水質や流速変化などの影響の
生じる範囲は埋立区域近傍の限定的な
範囲であること、周辺には同様の環境が
広く連続的に存在することから、影響
は小さいと予測されます。

間接的影響 水の濁り

埋立地の存在

直接的影響 生育場所の改変

間接的影響

潮流の変化

水の汚れの変化

護岸の工事、埋立の工事、埋立地の存在

準備書：p.7-505(839)∼7-509(843),
p.7-514(848),7-517(851)



54/72 4-6 動物・植物・生態系
予測・評価結果

・生態系
上位性：ミサゴ、コアジサシ、スズキ、スナメリ
典型性：カタクチイワシ、ヒメハゼ、マガキ、アサリ、ゴカイ類

影響要素 予測結果

護岸の工事・
埋立の工事

直接的影響 生息場所の改変

陸域の改変はなく、海域についても生育
場所である干潟や砂浜の改変はありま
せん。

また、水質や流速変化などの影響の
生じる範囲は埋立区域近傍の限定的な
範囲であること、周辺には同様の環境が
広く連続的に存在することから、影響
は小さいと予測されます。

間接的影響
騒音

水の濁り

埋立地の存在

直接的影響 生息場所の改変

間接的影響

潮流の変化

水の汚れの変化

水底の底質の変化

護岸の工事、埋立の工事、埋立地の存在

準備書：p.7-533(867)∼7-537(871),
p.7-544(878),7-547(881)
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環境保全措置

4-6 動物・植物・生態系

【護岸の工事、埋立の工事】

・建設機械や工事用船舶に過剰な負荷をかけないように指導を行う。

・濁りの発生する工種の重複をできるだけ避けるように工程管理に努める。

・付着土砂が少ない投入石材を使用する。 など

【護岸の工事、埋立の工事、埋立地の存在】

・ オオシャミセンガイ：埋立区域内で確認された個体を対象事業実施区域外に移植する。

事後調査

・移植を行うこととしたオオシャミセンガイについて、移植に関する知見や事例が少なく、

効果に不確実性があることから、移植後の生息状況について、事後調査を実施します。

・工事中や工事完了後の環境の状況の把握や環境保全のために、動物・植物・生態系

（鳥類、動植物プランクトン、底生動物）の環境監視調査を実施します。

環境監視調査

準備書：p.7-385(719)∼7-
386(720),

p.7-399(733),7-
461(795)∼

p.7-463(797),7-
481(815)∼

p.7-483(817),7-510(844),
p.7-518(852),7-

538(872)∼
p.7-539(873),7-548(882)



56/72 4-7 景観
調査結果

凡 例

埋立区域

対象事業実施区域

フェリー航路

景観に係る調査地点

フェリー航路

有明フェリー（長洲港－多比良港）から
南東側を眺めた景観。
手前には有明海が広がり、奥の左側に
は長洲港工業団地や名石浜工業団地
が、中央には鍋松原海岸、右側には
金峰山等の山々が視認されます。

有明海と雲仙普賢岳への眺望

鍋松原海岸から西側を眺めた景観。
手前には鍋松原海岸や有明海が広がり、
奥には雲仙普賢岳が視認されます。

有明海と雲仙普賢岳への眺望
フェリー航路

準備書：p.7-558(892)∼7-559(893)

57/72

埋立区域

将来現況

埋立地の存在

水平線や連続する既存護岸と一体となり、眺望への影響は小さいと予測されます。

4-7 景観
予測・評価結果

有明海と雲仙普賢岳への眺望

雲仙普賢岳

鍋松原海岸

準備書：p.7-562(896)∼7-564(898)
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埋立区域

将来現況

埋立地の存在

隣接する名石浜工業団地や鍋松原海岸と一体となって視認されることから、
眺望への影響は小さいと予測されます。

4-7 景観
予測・評価結果

フェリー航路

長洲港工業団地

鍋松原海岸

名石浜工業団地 金峰山

準備書：p.7-562(896)∼7-564(898)
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環境保全措置

4-7 景観

【埋立地の存在】

・整備する護岸等は、周辺景観と調和するよう周辺の既存護岸や海面の高さ、
意匠等について配慮する。

・防砂シート等を敷設する場合には、素材、色彩等が周辺景観と調和するもの
を採用するよう努める。

準備書：p.7-565(899)



60/72 4-8 人と自然との触れ合いの活動の場

調査結果
鍋松原海岸
令和4年度以降、海水浴
場は開設されていない
が、砂遊びや水遊びで
の利用、砂浜でのイベ
ントやキャンプ利用が
可能。

干潟
地引網イベント等が開
催される。潮干狩りを
楽しむこともできるが、
ここ数年は開設されて
いない。

カラダ目覚めるコース
長洲町にて整備された
7kmのウォーキングコー
ス。スタートとゴール
は、金魚の館内に設置
されたゲートとなって
いる。

埋立区域 一般国道

対象事業実施区域 主要地方道

陸上製作ヤード  一般都道府県道

資材及び機械の運搬に用いる車両の運行ルート

凡 例

【人と自然との触れ合いの活動の場に係る調査地点】

海岸 ウォーキングコース 干潟

4㎞210

Ｎ

鍋松原海岸

カラダ目覚めるコース

干潟

埋立区域

準備書：p.7-577(911)∼
p.7-579(913)
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護岸の工事、埋立の工事

4-8 人と自然との触れ合いの活動の場

予測・評価結果

・改変に係る影響
工事の実施に伴う改変はなく、影響はないと予測されます。

・騒音による影響
建設機械等の稼働：騒音規制法の基準 85デシベル以下を達成

工事用車両の運行：現況からの増加は、0.6～1.4デシベルとごくわずか

⇒以上のことから、影響は小さいと予測されます。

・水の濁りによる影響
浮遊物質量（ＳＳ）２㎎/Lを超過する範囲は概ね埋立区域内に収まることから、
水質への影響は限定的。

⇒鍋松原海岸及び干潟の利用への影響は小さいと予測されます。

準備書：p.7-582(916)
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埋立地の存在

4-8 人と自然との触れ合いの活動の場

予測・評価結果

・改変に係る影響
埋立地の存在に伴う改変はなく、影響はないと予測されます。

・水の汚れ、水底の底質の変化による影響
水の汚れ ：事業あり・事業なしによる濃度分布の差は小さく、環境基準の適合

状況も現況から変化なし。
水底の底質：潮流の変化による水底の底質（粒度組成）の変化は小さい。

⇒以上のことから、影響は小さいと予測されます。

・重要な地形・地質の変化による影響
流速変化の影響範囲は概ね埋立地の周辺に限られており、影響範囲と干潟が重複

する面積は0.58ha（0.07％）程度となっていることから影響は限定的。

⇒鍋松原海岸及び干潟の利用への影響は小さいと予測されます。

準備書：p.7-588(922)
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環境保全措置

4-8 人と自然との触れ合いの活動の場

【護岸の工事、埋立の工事】

・低騒音型・低振動型建設機械の採用に努める。

・工事箇所や工事量が過度に集中しないように工程管理を行う。

・資材の搬出入は、できるだけ海上輸送とするように努める。

・土曜、日曜及び祝日の資材及び機械の運搬に用いる車両の通行を極力
控える工程に努める。

・アイドリングストップ等のエコドライブの徹底について指導を行う。

・濁りの発生する工種の重複をできるだけ避けるように工程管理に努める。

・付着土砂が少ない投入石材を使用する。

【埋立地の存在】

・影響が小さいため、実施しない計画です。

準備書：p.7-583(917)∼
p.7-584(918),7-588(922)
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護岸の工事

4-9 廃棄物等
予測・評価結果

建設副産物 発生量 再利用量 搬出量 処理・処分方法

建設汚泥 約353,900 ｍ3 － 約353,900 ｍ3 県内の土砂処分場で
埋立処分します。

石材 約240 ｍ3 約240 ｍ3 －
再資源施設等で分別
を行い、再資源化可能
な建設副産物として
100％の再資源化に
努めます。

コンクリート
殻

約55 ｍ3 約55 ｍ3 －

護岸の工事に伴う建設副産物の影響は小さいと予測されます。

準備書：p.7-591(925)
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環境保全措置

4-9 廃棄物等

【護岸の工事】
・建設副産物は発生抑制、分別を徹底し、再資源化に努める。

・廃棄物の適正な取り扱い等について、関係者に周知徹底するとともに、
廃棄物の内容や処理方法を把握し、計画通りに処理されているかを確認する。

・一般廃棄物については、排出抑制及び有効利用に努め、分別排出を徹底
するとともに、適正に処理する。

準備書：p.7-591(925)∼7-592(926)



５.事後調査の計画
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環境要素の
区分

影響要因の
区分

内容

海生動物
・オオシャミセ

ンガイ

護岸の工事
埋立の工事
埋立地の存在

【理由】
底生動物のオオシャミセンガイについては希少性がとりわ

け高く、個体群の規模とその生息基盤が脆弱である可能性
があることから、予測の結果に不確実性が存在し、環境保
全措置として移植を講じることとしています。

移植に関する知見及び移植の事例は少なく、その効果に
係る知見が不十分であることから、その効果に不確実性が
存在します。

【調査期間】移植実施後

【調査方法】潜水による目視観察

【調査箇所】移植箇所

5-1 事後調査の計画

事後調査

予測結果や環境保全措置の効果に不確実性があることから実施。

準備書：p.9-1(935)
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調査項目 調査頻度等 調査方法 調査地点

水質

濁度、浮遊物質量

護岸工事中～
護岸工事完了後

機器による計
測又は採水器
による採水

対象事業実施区域
の周辺海域

水温、塩分、水素イオ
ン濃度、溶存酸素、
化学的酸素要求量、
栄養塩類等

水底の底質

粒度組成、強熱減量、
硫化物、化学的酸素要
求量、水素イオン濃度、
含水率、全窒素、全燐

採泥器による
採泥

重要な動物等
(海域に生息す
るものを除く)

鳥類 護岸工事完了後 定点観察法等
対象事業実施区域
及びその周囲

海域に生息
する動物

動物プランクトン、
底生動物 護岸工事中～

護岸工事完了後

定量ネットや
採水器・採泥
器等での採取

対象事業実施区域
の周辺海域海域に生育

する植物
植物プランクトン

5-1 事後調査の計画
環境監視調査

工事中や工事完了後の環境の状況の把握や環境保全のため、実施。

準備書：p.9-2(936)

６.住民説明会の開催概要



70/72 6-1 住民説明会の開催概要

項目 開催日時・場所
関係住民等

参加者数
第1回

（玉名市）

【日時】令和7年9月29日(月)19：00～
【場所】岱明防災コミュニティセンター

11名

第2回

（長洲町）

【日時】令和7年9月30日(火)19：00～
【場所】長洲町中央公民館

37名

第1回（玉名市） 第2回（長洲町）

開催概要

準備書：－

71/72 6-1 住民説明会の開催概要
説明会での主な意見の概要と事業者の見解の概要

意見の概要 事業者の見解の概要

環境アセスメントの説明で「影響な
し」や「影響が限定的」といった表現が
使われているが、自然を改変する以上、
何らかの影響は発生するはずである。特
に、流速が変化すればノリの色出しなど
ノリ養殖や海洋生物に大きな影響が出る
懸念がある。

埋立てによって潮流や流速が変化する
可能性があることは認識しています。

また、漁業への影響など、ご懸念され
ていることも承知しており、引き続き関
係者の方々にご相談させていただきたい
と考えています。

名石浜工業団地の未利用地など、陸上
での処分はできないのか。

陸上での処分も1つの方法として考え
られますが、長洲港では年間約6万m3程度
浚渫しており、土砂は水分を含んでいる
ため、陸上に盛り上げるには広大な土地
に加え、水切りの対応が必要となり、非
常に難しい面があると考えています。

企業から排出される有害物質が海底に
蓄積されている可能性があるが、これを
埋め立てて人体への影響はないのか。

長洲港の浚渫土砂については、事前に
「水底土砂に係る判定基準」を満足して
いるか調査を行います。企業が出す土砂
についても同様の確認をお願いすること
になります。

準備書：－



72/72 6-1 住民説明会の開催概要
説明会での主な意見の概要と事業者の見解の概要

意見の概要 事業者の見解の概要

有明海は波が激しいため、海側の護岸
の強度が心配だ。護岸の具体的な構造を
教えてほしい。

波の強さに耐えうる構造となるよう設
計を行っています。

また、海域の地盤が軟弱な部分は、地
盤の改良や置換えを行い、しっかりした
地盤の上に護岸を設置する計画です。

埋立地は、既存の工業団地の拡張のよ
うなイメージで有効活用されると考えて
問題ないか。

また、埋立てが完了する十数年後には
また新たな処分場を探す計画が必要にな
るのか。

工業用地としての活用も一つの方法と
して考えられますが、最終的な活用につ
いては、役場や地域の皆さんのご意見を
伺いながら検討していく必要があると考
えています。

また、現時点で他に検討している処分
場はありませんが、港の航路を維持する
ため、計画的に次の処分場所を考えてい
く必要はあると考えています。

準備書：－


